
（別紙３）

～ 2024年　12月　25日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 2024年　12月　25日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子ども達が触るおもちゃや遊具は、定期的に破損等が

　ないかを確認しチェックを行っていきます。

2

・楽しみながら色々な活動に参加し、子どもたちの

　｢出来る｣｢喜ぶ｣｢楽しむ｣を経験し増やしていきたいと

　思います。

3

・保護者様が抱える不安や悩みに寄り添い、どんな小さな

　成長も一緒に喜びを共有することで、事業所が

　頼れる場所として活用して頂ける様にしていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・交流会を希望されている保護者様もいるので、

意見を聞きながら事業所で開催する交流会の設定を

検討していきたい。

2

3

・子ども達が安心した気持ちで心地よく過ごせる空間に

なっています。

・「何がどこにあるのか」「どこで何をするのか」を

　絵や写真を用いて具体的に表示し、視覚的に安心して

　過ごせる環境を整えています。

・お子様にも保護者様にも安心して過ごして頂けるように

　緊急時にもすぐに対応できるように職員を配置させて

　頂いております。

○事業所名 ひかり奈井江

○保護者評価実施期間 2024年　12月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2024年　12月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　２月　22日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・様々なプログラムが予定されている。 ・リトミックやトランポリン、ボール遊び等で身体を動かし

　感触遊びや製作等、さまざまな体験が出来るように計画

　しています。

・保護者様に安心して頂ける様に情報発信を積極的に

　行っています。

・子ども達の日々の様子を送迎時に保護者様へわかりや

　すくお伝えしています。保護者様の不安を和らげる情報

　発信を行い、子ども達が楽しく過ごすことが出来るよう

　に支援していきます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者同士の交流の機会が少ない。 ・年2回保護者交流会を開催していますがイベントも

兼ねて行っているので、保護者同士の交流する時間が

少なく感じてしまうことと、働いている保護者様も多いので

交流の場の設定が難しい。

事業所における自己評価総括表公表


